
＜一般委託＞

1 目      的 
　本業務は、市立学校内の環境及び衛生の増進を図るため、学校内に集積してある汚泥の収集運
搬（市内佐島または長坂まで）を行うものである。

2 履行期間 　契約日から平成31年３月15日

3 施行場所 　横須賀市立田浦小学校ほか５校

4 業務内容 　別紙のとおり

5 特記事項 　別紙「産業廃棄物処理作業共通仕様書」のとおり

6 関係法規 　廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び関係法令を遵守のこと。

7 資格要件
　本業務履行については、下記の資格を有すること。
　（１）神奈川県または横須賀市の産業廃棄物収集運搬業許可（汚泥）を有すること。

8 契約方法 　単価　による業務委託契約（一般委託）：単位（　円／　ｔ（トン））

9 支払方法
　本件は実際取引数量をもって受託者の請求により精算する。ただし、消費税として精算額に、税率
相当額を加算（円未満の端数切捨て）するものとする。

10 その他事項    この仕様書に定めのない事項及び疑義を生じた場合は、別途協議するものとする。

11
監　督　員
連　絡　先

　教育総務部学校管理課　担当　濱田　　　　　　　電話番号046-822-8476

・この業務を施行するにあたって、仕様書でグリーン物品購入の指示がある場合は、横須賀市グリー
ン購入基本方針及び調達方針に基づく環境物品等を納入すること。また、仕様書で特に指示がない
場合で委託代金に物品等の購入経費が含まれている場合は、できるだけこの方針に基づく環境物品
等の調達をお願いします。
（上記方針については、本市のホームページ「よこすかのグリーン購入」参照）

・本市は、独自の環境マネジメントシステム（YES）により事務事業の環境負荷低減に努めているの
で、受託者においてもできる限り環境に配慮して業務を執行するようお願いします。

グリーン
物品購入

及び
環境配慮

関係

＜指示又は希望事項＞

学校汚泥収集運搬業務委託　　仕様書

  学校汚泥収集運搬業務委託　に基づく内容は、本仕様書の定めるところによる。



（税抜き）

業務名 予定数量 単位 上限単価（円） 契約単価（円）

機械（バックホー）
積込み

運搬車（２ｔ車又は軽トラック）
が集積場所の近くに入れる 11.6 ｔ 36,800

運搬車（２ｔ車又は軽トラック）
が集積場所の近くに入れる 9.0 ｔ 49,800

運搬車（２ｔ車又は軽トラック）
が集積場所の近くに入れない 20.8 ｔ 52,000

41.4 ｔ

※契約単価（円）は契約者が記入すること。

※契約単価（円）は、各項目ごとに定めた上限単価以下とすること。

※機械（バックホー）積込みが可能な集積場所であっても、人力積込みで作業を行ってもよい。

　ただし、その場合は機械（バックホー）積込みの単価を適用し、精算するものとする。

内訳書

作業条件

汚泥の収集
運搬業務

人力積込み

合　　　　　計



業 務 仕 様 書 
１ 業務目的  本業務は、市立学校内の環境及び衛生の増進を図るため、学校内に集積

してある汚泥の収集運搬を行うものである。 
２ 施工場所  横須賀市立田浦小学校ほか５校 
３ 履行期間  契約日から平成 31 年３月 15 日まで 
４ 一般事項 
(1)  業務実施に当たっては、児童・生徒及び学校関係者に対し、危険のないよう十分注

意し、作業中に損害を及ぼした場合は、受託者の責任と費用において処理すること。

また、常に事故の発生予防に十分注意すること。 

(2)  収集運搬に用いる車両、機械器具及び消耗品等はすべて受託者の負担とする。 

(3)  受託者は本仕様書に基づき、監督員の指示に従って、業務内容を速やかに履行す

ること。なお、作業スケジュールは、原則、日曜日、祝日、土曜日、その他乙の休

業日を除き甲と乙とで協議し決定する。また、雨天は原則中止とする。 

(4)  作業時間は９時～17 時までの範囲とする（17 時までに処分場への搬入を完了させ

ること）。ただし、監督員の指示により変更するとができる。 

(5)  受託者は業務完了後、速やかに業務終了報告書・業務写真を監督員に提出するこ

と。 

検査に必要な業務写真等の記録は、不明瞭にならないよう注意して撮影し、整理

して遅滞無く提出し、検査を受けること。 

      なお、業務写真の撮影頻度は、各学校での業務状況の分かる写真（作業前・作業中・

作業後）を数枚とする。 

(5)  本仕様書に明記がない事項で、疑義が生じた場合には、監督員と協議し、 遺漏な

く履行すること。 

（6）  汚泥の量が予定数量と異なったことに起因する損害について、乙は甲に対し、一

切請求することはできない。 
５ 業務内容 
(1) 各学校に集積してある汚泥を機械（バックホー）又は人力で運搬車 

に積込み、産業廃棄物処理作業共通仕様書記載の処分場まで運搬すること。なお、

学校別の集積場所、作業条件及び予定数量は別紙一覧表参照のこと。 

(2) 集積場所は、運搬車に積込み後、地面が平になるように整地すること。 

(3) 汚泥は、土のう袋に入っているもの、その破片が混入しているものがあるが、 

処分場には持ち込めないため、積込み時に取り除くこと。また、その他の混入物も

出来る限り取り除くこと。なお、土のう袋、その破片及びその他の混入物は、乙の

負担で処分すること。なお、土のう袋の状況は別紙一覧表参照のこと。 

     



産業廃棄物処理作業共通仕様書 
 

［収集・運搬(積替なし)用］ 
本仕様書は、委託者（以下「甲」という。）から排出される産業廃棄物の収集・運搬 

に関して、次のとおり定める。 
（目的） 
第１条 受託者（以下「乙」という。）は、甲から排出される産業廃棄物を「廃棄物の 
処理及び清掃に関する法律」及び関係法令に従って、適正に処理することを目的とす 
る。 

（委託内容） 
第２条 乙は、自らの事業範囲を証するものとして、許可証の写しを契約書に添付しな 
ければならない。なお、許可事項に変更があったときも同様とする。 

２ 甲が、乙に収集・運搬を委託する産業廃棄物の種類及び予定数量は、次のとおりと 
する。 
種 類 ： 汚泥（混合） 
数 量 ： 41.4ｔ（予定数量） 

３ 乙は、甲から委託された前項の産業廃棄物を、甲の指定する別紙の処分業者の事業 
場に搬入する。 

４ 乙は、甲から委託された産業廃棄物の積替えを行ってはならない。 
５ 乙は、第３項に指定する事業場以外では、甲から委託された産業廃棄物を処分する 
ための保管を行ってはならない。また、第３項に指定する事業場において保管を行う 
場合は、法令に基づき、かつ、履行期間内に確実に処分できる範囲で行うものとする。 

６ 乙は、甲から委託された産業廃棄物の収集・運搬業務を他人に委託してはならない。 
ただし、履行期間中に収集・運搬業務を他人に委託する必要が生じた場合、乙は、書 
面による甲の承認を得て、法令の定める再委託基準に従うことにより、収集・運搬業 
務を再委託することができる。この場合において、乙は、甲の要求があったときは、 
この再委託を乙の責任において解除しなければならない。 

７ 甲は、委託する産業廃棄物の収集・運搬にあたり、必要に応じて日時等を指示する。 
８ 乙は、甲又は甲の指定する職員(監督員)の指示に従い、この業務を履行しなければなら

ない。 
９ 甲は、産業廃棄物の搬出の都度、マニフェスト伝票に必要事項を記入し乙に交付す 
る。 

（義務と責任） 
第３条 甲は、産業廃棄物の適正な処理のために必要な情報として、次の事項について 
あらかじめ乙に提供するものとする。 



（1） 産業廃棄物の性状及び荷姿 

（2） 通常の保管状況での腐敗、揮発等性状の変化に関する事項 

（3） 他の廃棄物との混合等により生ずる支障 

（4） その他取扱う際に注意すべき事項 

２ 甲は、委託する産業廃棄物の収集・運搬に支障を生じさせるおそれのある物質が混 
入しないように注意する。万一混入したことを知り得たときは、直ちに乙に通知しな 
ければならない。 

（甲乙の責任範囲等） 
第４条 乙は、甲から委託された産業廃棄物を、その積み込み作業の開始から処分施設 
における荷降ろし作業が完了するまで、法令に基づき適正に処理する責任を負う。こ 
の間に発生した損害（第三者に及ぼした損害を含む。）が生じたときは、その原因が 
甲の責に帰するべき場合を除き、乙が責任を負う。 

２ 乙は、甲から委託された業務が終了した後、直ちに業務終了報告書を作成し甲に提 
出する。ただし、業務終了報告書は、マニフェストＢ２票で代えることができる。 

（検査等） 
第５条 乙は、この業務が完了したときは、甲の指定する職員の検査を受けなければな 
らない。 

２ 前項の検査の結果、不合格のものがあるときは、甲の指定する期日までに速やかに 
履行しなければならない。 

（契約の解除） 
第６条 甲、乙は、相手方がこの契約の各条項のいずれかに違反したときは、この契約 
を解除することができる。 

２ 前項の規定又は法令の規定によりこの契約を解除することができる場合であって 
も、この契約に基づき甲から引き渡しを受けた産業廃棄物の処理を乙が完了していな 
いときは、当該産業廃棄物を甲もしくは乙の責任で処理した後でなければ、この契約は 

解除できない。 
（協議） 
第７条 この契約に定めのない事項並びにこの契約の各条項に疑義が生じたときは、 
関係法令にしたがい、その都度甲、乙が誠意をもって協議しこれを取り決めるものと 
する。 
 
 
 
 
 
 



 
（仕様書第２条第３項関係） 
 
 

処分又は再生を行う事業場 

 
１ 処 分 先（中間処分又は最終処分） 
 

事 業 場 の 名 称  ： 田中石材土木株式会社     
所  在  地  ： 横須賀市佐島１丁目２番１ 
処  分  の  方  法  ： 脱水                     
施設の処理能力  ： ２４０㎥／８ｈ           
 
 

２ 再 生 先 
 

事 業 場 の 名 称  ： 田中石材土木株式会社       
所  在  地  ： 横須賀市長坂４丁目２２番地 
再  生  の  方  法  ： 混合                       
施設の処理能力  ： ８００㎥／８ｈ             



別　　紙

機械（バック
ホー）積込み

人力積込み

運搬車（２ｔ車
又は軽トラッ
ク）が集積場所
近くに入れる
（○・×）

① 花壇後ろ ○ × 0.8

② 外トイレ付近 ○ × 2.4

③ 花壇後ろ ○ × 0.2

④ プロパン庫前 ○
※ × 5.5

※汚泥に土のう袋片が混入しているの
で、取り除くこと

① 校舎裏崖下 ○
※ ○ 0.4

※汚泥に土のう袋片が混入しているの
で、取り除くこと

②
校舎裏崖下
（土留フェンス内） ○ ○ 2.6

3 沢山小学校 東逸見町３丁目３５番地 ① 小屋の中 ○
※ × 1.4

※汚泥が土のう袋に入っているので、
袋から取り出し積込むこと

① 校庭奥 ○
※ × 3.2

※汚泥が土のう袋に入っているので、
袋から取り出し積込むこと

② 山の下 ○
※ × 6.6

※汚泥が土のう袋に入っているので、
袋から取り出し積込むこと

③ 体育館横 ○ × 0.7
※汚泥が土のう袋に入っているので、
袋から取り出し積込むこと

① 校舎裏 ○
※

○
＊ 9

※汚泥が土のう袋に入っているので、
袋から取り出し積込むこと
＊通路幅2.2ｍの箇所有り

② 体育倉庫裏 ○ ○
＊ 0.5 ＊通路幅2.2ｍの箇所有り

6 走水小学校 走水２丁目２番２号 ① 敷地奥 ○ ○ 8.1

41.4

・機械（バックホー）積込みが可能な集積場所であっても、人力積込みで作業を行ってもよい。ただし、その場合は機械（バックホー）積込みの単価を適用する。

学校別汚泥の集積場所、作業条件及び予定数量一覧表

予定数量（ｔ）№ 学校名 住所

田浦町３丁目５５番地

作業条件

合　　　　計

備考

4

汚泥の集積場所

豊島小学校5 上町３丁目２１番地

逸見小学校 西逸見町１丁目１４番地

1 田浦小学校

2

汐入小学校 汐入町２丁目５３番地
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